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特集：大学説明会 

学生による大学説明 ―授業― 

椚瀬 佑果（筑波大学 生物学類３年） 

 今年夏に行われました大学説明会。学生による体験談ではトッ

プバッターとして私、生物学類３年の椚瀬佑果が説明をさせてい

ただきました。そのときに、発表した内容をこの場を借りて振り

返ってみたいと思います。お付き合いくださる方、よろしくお願

いいたします。 
 
 まず、高校生と大学生は何が違うのか？高校の授業と大学の授

業はどんなところが違うかについて簡単に説明しました。 
大学の特徴として、 
① 授業の選び方は自分次第  
② 必要な条件を満たさないと卒業できない  
③ 単位が取れる授業の形式は３種類 
 （講義・実験・実習）  
の３点を挙げました。  
 高校の時は、学校から与えられた時間割に沿って受けている人

が多くかと思われます。でも、大学は違う。自分でどの授業を受

けるか選ぶことが出来る自由に学ぶことが出来る場所です。ただ、

授業に出ればいいわけではありません。先生から与えられた課題

をクリアしなければ単位を得ることは出来ません。自由で楽しい

けれど、少しシビア。大学はそういう場所なんだよということが

伝われば幸いです。 
 大学の基本知識について触れたところで、生物学類の４年間の

流れについて触れました。 
１年生の間は、英語や体育をはじめとする必須科目。また、生物

学の基本知識について触れる概論等を主に勉強します。いわば、

広く浅くという感じ。１年生の終わりにコース分けがあり、２

年・３年で自分の興味のある分野についてより専門的な授業を受

けていきます。そして、４年生になると卒業研究に入っていきま

す。（卒業研究については４年生の鈴木さんが説明してください

ました。） 
 
 
 これらについてより具体的に知ってもらうために恥ずかしな

がら私の時間割を基に説明します。 
その前に筑波大学の時間割について。下図のように１コマ75分。

授業間の休み時間は15分となっています。２限− ３限間に昼休

みがあり、午後に授業がある学生の多くは食堂や空き教室などで

昼食をとります。 

 
 休み時間の１５分。長いんじゃないの？とお思いの方がいらっ

しゃるかと思います。移動も含めての15分間、そんな悠長なこ

と言っていられません。例えば、生物学類の授業の多くが開講さ

れている第２エリアから英語の授業があれば第１エリア・外国語

センター、体育があれば体育館・テニスコートに大移動です。大

丈夫、大変かもしれないけれど慣れればどうってことありません。

そして、慣れたことには大移動することも少なくなっていきます。 
 
 それでは、１年生の時の時間を見てみましょう。 

 

オレンジで塗ったところが必須科目です。〜学概論がいくつかあ

りますね。これが、先程言いました生物学の基礎授業です。その

他にもテニス（体育）、英語Ⅰ〜Ⅲがあります。英語はレベルで

クラス分けされています。自分のレベルにあった授業が受けられ

るのは嬉しいですね。そして、金曜日の午後には基礎生物学実験

があります。１年生の時から毎週実験をしてレポートを書いてい

きます。 
そして筑波大学特有の授業で言えるのではないかというのが月

曜1・2限。総合科目の時間です。総合科目は生物を超えて自分

の興味のある分野を選択して授業を取ることが出来ます。どの学

類で開講されている授業でも他学類生を対象にしているものが

多く、気軽に参加することが出来ます。ちなみに生物学類では「遺

伝子を作る文明」を開講。 
じゃあ、青で塗ったところは何でしょう？これは、自由科目です。

別に取ってもいいし取らなくてもいい授業。物理・化学の苦手な

私も頑張って取ることが出来ました。はい。 
最後に赤で塗ったところが教職になります。学校の先生を目指す

方はこれらの授業も取っていかなければならないので、教職を取

らない人に比べれば多くの授業を取っていかなくてはなりませ

ん。ちょっと大変です。 
  
 
 
 
 



 
 

 

 入学して１年たって２年生になりました。 

 
 ２年生になってもオレンジが残ります。体育は相変わらずあり

ます。さて、１年生のときには週３でありました英語の時間がな

くなりました。そして、新しくある科目が増えます「専門語学」。

英語の生物に関する論文を読んだり、生物学にまつわるエッセイ

やジャーナルを読んだり…担当する先生によって多少やること

は変わりますが、生物学に関する英語に触れ合う時間になります。

ちなみに、３年生になると専門語学の時間は週２に増えます。そ

して、２回のうち１回は完全に英語、教室内での意見の発表など

すべてが英語になります。英語が苦手な方でも頑張れます。頑張

ろう！ 
 ２年生からの生活についてですが、よく見ると午前中（１・２

限）に講義、午後（３〜５限）に実験とある程度時間割が固定さ

れます。１つの実験は大体週２で行われ約５週間（半期）で行わ

れます。前ページの時間割を見ていただければわかると思います

が、この学期では、実験を合計３つ取っていました。 
 よく理系だと学年が上がるごとに忙しくなると聞きますが、専

門科目を２・３年で履修する生物学類ではそんなことはありませ

ん。（前ページで提示した時間割が埋まっていたのは１例です。） 
 
その証拠に３年生になってからの時間割がこちら。 

 

 ２年生時に比べてスカスカになってしまいました。専門科目は

２年生から取っているので大きくは変わりません。ここで注目し

ていただきたいのが、復活しましたピンクで塗られましたマス。 
生物学類では教職の他にもう１つ資格を取得することが出来ま

す。それが、このピンクのマスに関わる学芸員です。教職に比べ

資格の取得は比較的容易であることもありまして２年の３学期

から資格取得に向けた履修を始めました。（早い人は、２年の１

学期から履修を始めています。） 
 
 
 ここまで学期内に行われる授業について簡単に説明させていた

だきました。最後に、長期休暇内にある集中授業と実習について

簡単に説明して終わろうと思います。 
 
 まず、集中授業について。学期内の授業というのは、毎週決ま

った時間（例えば、水曜日の３限目）に授業を受け、レポートや

テストなどの課題をこなすものですが、集中授業は少し異なりま

す。たいていは２日間、朝からひたすら同じ先生の講義を聞き続

けます。簡単に言うならば、普段の授業を２日で一気にこなして

しまうというイメージです。 
 
 そして、実習。これは、普段の実験と異なり、菅平や下田の実

験センターへ泊まり込んで、５泊６日でひたすら実験や採取・観

察をするものです。 
私は、下田臨界実験センターにしか行ったことがないので、そち

らの写真ばかりになってしまうのですが、写真を見ながら様子が

伝われば幸いです。 

 
動物系統分類実習では、磯での採取以外に船に乗ってプランクト

ンネットで採取をしました。採取の他はひたすら採取した動物の

観察および同定です。今まで見たことのない動物群をはじめとし

た生物づくしの１週間を過ごしました。 

 
左図は採取した稚ウニ。 
右図は、発生学実習で用いたム

ラサキウニ。 
 



 
 

 

発生学実習では、海産生物を用いて発生の実験・観察を行いまし

た。普段の生活では、授業やバイト等々でゆっくり生物に向き合

える時間が少ないので、このような時間はとても有意義でした。

また、今まで教科書や参考書で見たことがあるだけの実験を実際

自分の手で行うことも出来ました。 
ひたすらウニの発生についてだけ、考えていればいいのですから、

こんなに嬉しい時間はないです

よね。 
色々な発生段階が観察できたタ

コノマクラの発生。 
 
 
 
そして、実習の番外編として、最後に紹介させていただいたのが、

公開実習についてです。 
私自身、２年の夏に他大

学の公開実習に参加し

てきたので紹介してお

こうと思いました。 
他大の公開実習は、連絡

事項が張り出されてい

る掲示板で紹介されて

おり、１回目の参加は単

位の取得が認めてもらえます。筑波大学の実験センターの設備は

とても素晴らしいので、他大学のセンターは物足りないかもしれ

ませんが、筑波大学だけでは得ることが出来ない体験得られたこ

とや、他大学生と触れ合うことが出来たというのはメリットかも

しれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ざっとでしたが、生物学類生が受けている授業については以上に

なります。長くわかりにくい文章になってしまったかと思います

が、最後までお付き合いくださりありがとうございました。 
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